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２０２５年４月からの省エネ基準適合義務化に伴い、
木造戸建て住宅の壁量などの基準に対応しました。

本書は、改正建築基準法に基づく木造建築の壁量計算
の方法をはじめ、設計用計算ツールの使い方や計算に
必要な手順を実践的かつ分かりやすく解説しています。
解説を読み進めながら、モデルプランを用いた具体的
な演習を通じて、実務に役立つ知識を確実に身につけ
ることができます。
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